
学校教育目標

ひとりだちする生徒

期待する生徒
○健康：健康で心の豊かな生徒 ○努力：最後まであきらめないでがんばる生徒
○創造：自分で考え実行する生徒 ○連帯：集団に進んで参加する生徒

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心

健康・体力

余暇

地域資源の活用

家事･労働
コミュニケーション

日常生活関連動作

指 導 の 重 点

学習指導

○これまでの支援にICT
を効果的に組み合わせ、
個別最適な学びと協働
的な学びを実現を目指
す学習指導

生徒指導

○一人一人の気
持ちに寄り添い、
家庭や関係機関
と協力、分担し
て自立心を育む
生徒指導

進路指導

○意図的・計画的
に見学、体験、実
習を重ね、一人一
人の願いを適切に
導き、その実現を
目指す進路指導

健康・安全指導

○安心・安全を確保
しながら、心身の健
康を保って学校生活
を送ることができる
よう、組織的な対応
と継続した指導

個別の両計画

○生徒の現在及び将
来の支援を構想・実
施する際に、よりよ
く活用できる個別の
指導計画・個別の教
育支援計画

〔教育の動向〕

・新学習指導要領の全面
実施

・GIGAスクール構想の実現
・学校における働き方改革
の実現

〔目指す学校像〕

○自立し社会参加する力（ひとりだちする力）を育てる学校

○保護者・関係機関(者)と連携・協力して生徒を育てる学校

○地域における特別支援教育のセンター的役割を担う学校

○高い専門性と肯定的指導・支援によって生徒を育てる学校

〔社会の動向〕

・社会の在り方が劇的
に変わる

「Society5.0時代」
「予測困難な時代」の
到来

・新型コロナ５類移行
後の段階的な移行

「ひとりだち」の力の内容 

学校経営の重点 

１ 「ひとりだちする力」を育てる指導・支援の充実 

 ○連携を生む組織力（チームワーク）の充実 
 ○即時に対応する行動力（フットワーク）の充実 
 ○関係機関との連携力（ネットワーク）の充実 
２ 教職員の指導力の向上      
 ○学習指導要領で整理された資質・能力の３つの柱（「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに 

向かう力、人間性など」）を育成する授業実践の追究と教育課程の改善 
 ○ICT機器の効果的な活用方法の推進と、校務支援システムの有効活用 

３  関係機関等との連携ネットワークの構築  

 ○家庭、医療、福祉、労働等の関係機関との連携力の維持・向上 
 ○傾聴・感謝・尊重を大切にした関係者対応  

４ 安全・安心を第一に考えた危機対応 

  ○事件・事故の防止、いじめ・自殺予防、感染症対応など想定できるすべてのリスクへの組織的な対応  
 ○ICTを活用した情報提供支援と生徒の安全・安心を最優先したシュミレーションの実施 


